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は
じ
め
に

　
筆
者
は
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
の
富
士
山
噴
火
（
以
下
、
宝

永
噴
火
）
と
山
間
村
落
の
復
興
過
程
に
つ
い
て
、
別
稿
で
検
討
し
た

こ
と
が
あ
る
（
１
）

。
そ
の
中
で
、
取
永
で
比
較
し
た
場
合
、
噴
火
か
ら
復

興
ま
で
お
よ
そ
一
〇
〇
年
を
要
し
た
こ
と
、
噴
火
以
降
土
地
生
産
力

が
な
か
な
か
回
復
し
な
い
中
で
、
と
く
に
東ひ
が
し
や
ま
が

山
家
一
帯
の
山
間
村
落

は
「
薪
商
売
」
に
活
路
を
見
出
し
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。

加
え
て
、
入
会
山
と
い
う
「
場
」
を
め
ぐ
り
、
復
興
過
程
の
異
な
っ

た
「
山
元
」
と
「
里
」
の
村
々
双
方
の
軋
轢
が
表
出
し
た
こ
と
を
指

摘
し
た
。

　
本
稿
で
は
、
先
の
検
討
が
文
字
資
料
を
中
心
と
し
た
分
析
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
絵
図
資
料
も
分
析
対
象
に
加
え
る
こ
と
で
、
文
字
資

料
の
み
で
は
明
ら
か
に
し
得
な
か
っ
た
噴
火
か
ら
の
復
興
の
様
相
を

視
覚
的
に
も
検
討
し
た
い
。
文
字
資
料
と
絵
図
資
料
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
複
層
的
な
噴
火
の
復
興
過
程
を
描
き
出
し
た
い
。
検
討

を
通
し
て
、
噴
火
か
ら
の
山
間
村
落
の
復
興
が
ど
の
よ
う
な
景
観
変

容
を
伴
い
進
展
し
た
の
か
、
そ
の
中
で
村
民
の
生
業
活
動
は
ど
の
よ
う

に
景
観
に
影
響
を
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
（
２
）

。
火
山

学
の
見
地
か
ら
も
歴
史
学
的
な
噴
火
研
究
へ
の
期
待
が
表
明
さ
れ
る

中
で
（
３
）
、
今
後
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
噴
火
災
害
と
被
災
村
落
の

復
興
過
程
の
分
析
は
現
代
的
な
問
題
関
心
と
も
合
致
す
る
だ
ろ
う
。

　
報
告
二

　
近
世
山
間
村
落
の
景
観
と
生
業

　
　
―
宝
永
噴
火
か
ら
の
復
興
過
程
を
中
心
に
―

　
桐
　
生
　
海
　
正
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こ
こ
で
、
先
行
研
究
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
。
ま
ず
宝
永
噴
火

に
関
連
す
る
絵
図
の
分
析
を
行
っ
た
研
究
と
し
て
、
小
宮
雅
明
は
、

宝
永
噴
火
そ
れ
自
体
を
描
い
た
富
士
山
の
絵
図
を
詳
細
に
分
析
し

た
（
４
）

。
ま
た
、
大
邑
潤
三
は
駿
州
駿
東
郡
萩
原
村
絵
図
を
基
に
Ｇ
Ｉ
Ｓ

の
ジ
オ
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
幾
何
補
正
）
機
能
を
用
い
、「
砂
埋
」
の

場
所
や
立
地
を
分
析
し
た
（
５
）
。
宝
永
噴
火
に
関
す
る
先
行
研
究
に
お
い

て
は
、
本
稿
で
検
討
す
る
よ
う
な
被
災
村
落
の
景
観
変
容
に
迫
っ
た

研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

次
に
近
世
の
山
間
村
落
や
山
地
の
景
観
に
関
す
る
先
行
研
究
を
挙
げ

る
。
近
世
社
会
の
景
観
に
つ
い
て
検
討
し
た
代
表
的
な
論
者
に
水
本

邦
彦
が
い
る
。
水
本
は
、
近
世
の
人
び
と
は
全
国
各
地
で
山
焼
き
や

樹
木
伐
採
を
通
し
て
木
山
へ
の
遷
移
を
押
し
と
ど
め
、
草
山
・
柴
山

状
態
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
背
景
に
膨
大
な

草
肥
需
要
が
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
（
６
）

。
本
稿
で
検
討
す
る
地
域

で
は
、
早
田
旅
人
が
水
本
の
論
を
前
提
に
、
相
模
国
の
丹
沢
山
地
を

分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
同
地
で
は
現
代
と
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど

広
大
な
草
山
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
７
）

。
米
家
泰
作

は
、
歴
史
地
理
学
的
な
手
法
か
ら
近
世
山
村
に
お
け
る
生
業
と
環
境

利
用
の
あ
り
方
を
追
及
し
た
。
と
く
に
本
稿
と
の
関
わ
り
で
は
、
山

村
絵
図
の
作
成
の
際
に
描
き
手
の
空
間
認
識
を
検
討
し
た
点
は
重
要

で
あ
る
（
８
）
。
吉
田
ゆ
り
子
は
、
信
濃
国
伊
奈
郡
和
田
村
を
事
例
に
、
村

絵
図
や
百
姓
山
の
立
木
伐
採
を
め
ぐ
る
争
論
絵
図
の
分
析
か
ら
山
間

村
落
の
景
観
を
描
写
し
た
（
９
）

。
一
方
、
後
藤
雅
知
は
、
下
総
台
地
の
丘

陵
地
に
存
在
し
た
村
を
事
例
に
、
入
会
野
が
村
の
近
傍
に
あ
っ
た
こ

と
で
、
村
内
の
山
が
草
山
で
は
な
く
林
と
し
て
維
持
さ
れ
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
江
戸
で
の
炭
薪
需
要
が
村
の
景
観
に
影

響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た）
（1
（

。
本
稿
で
も
検
討
す
る
景
観
と
生

業
に
つ
い
て
論
じ
た
重
要
な
成
果
と
い
え
る
。

　
先
行
研
究
を
通
じ
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
課
題
も
指
摘
し
て
お

き
た
い
。
一
つ
は
、
宝
永
噴
火
後
の
被
災
村
落
に
関
わ
る
絵
図
を
時

系
列
で
分
析
す
る
必
要
性
で
あ
る
。
村
が
復
興
し
て
い
く
過
程
で
ど

の
よ
う
に
被
災
村
落
の
景
観
は
変
容
し
て
い
っ
た
の
か
。
時
間
軸
で

長
期
的
な
ス
パ
ン
か
ら
一
地
域
を
俯
瞰
で
き
る
歴
史
学
の
特
性
を
活

か
し
つ
つ
、
視
覚
的
に
被
災
村
落
の
景
観
変
容
に
迫
り
た
い
。
も
う

一
つ
が
、
山
間
村
落
に
お
け
る
草
山
・
柴
山
の
利
用
実
態
や
生
業
と

の
関
わ
り
、
そ
れ
に
伴
う
景
観
形
成
に
つ
い
て
で
あ
る
。
近
世
村
落

の
景
観
分
析
に
よ
り
、
マ
ク
ロ
な
視
点
で
全
国
の
山
地
が
草
山
・
柴

山
化
し
て
い
た
実
態
が
解
明
さ
れ
て
き
た
。
草
肥
や
秣
の
採
取
先
と

し
て
、
草
山
・
柴
山
の
利
用
が
考
え
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
う
景
観
形
成

が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
山
間
村
落
の
山
地
利
用
の
実
態

を
見
る
こ
と
で
、
草
肥
・
秣
採
取
に
限
ら
な
い
山
地
利
用
の
あ
り
方

や
そ
れ
に
伴
う
景
観
形
成
が
な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
探
り
た
い
。

　
本
稿
が
研
究
対
象
と
す
る
主
な
村
落）
（（
（

は
、
相
模
国
足
柄
上
郡
（
神

奈
川
県
）
の
萱
か
や
ぬ
ま沼
村）
（1
（

、
虫む
し
ざ
わ沢
村）
（1
（

、
中な
か
や
ま山
村）
（1
（

、
宇う

づ

も
津
茂
村）
（1
（

（
以
上
、
松
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田
町
）、
皆み
な
せ
が
わ

瀬
川
村）
（1
（

（
山
北
町
）
等
の
山
間
村
落
で
あ
る
。
入
会
山

を
巡
る
区
分
と
し
て
は
、
山
間
村
落
で
あ
る
萱
沼
村
、
虫
沢
村
、
皆

瀬
川
村
等
が
「
山
元
」、
平
野
部
の
村
で
あ
る
金か
ね
こ子

村
（
大
井
町
）

等
は
「
里
」
も
し
く
は
「
里
方
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た）
（1
（

。

一
　
宝
永
噴
火
直
後
の
山
間
村
落

１
　
宝
永
噴
火
以
後
の
概
略

　
ま
ず
宝
永
噴
火
以
後
の
研
究
対
象
地
域
の
概
略
を
述
べ
て
い
き
た

い
。
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
一
一
月
二
三
日
、
富
士
山
が
噴
火
し

た）
（1
（

。
噴
火
は
同
年
一
二
月
八
日
ま
で
続
き
、
足
柄
上
郡
周
辺
の
村
々

に
は
大
量
の
火
山
灰
が
積
も
っ
た
（
資
料
で
は
「
降
砂
」
と
書
か
れ
る

こ
と
が
多
い
）。
四
〇
㎝
か
ら
七
〇
㎝
ほ
ど
の
火
山
灰
に
埋
も
れ
、
困

窮
し
た
村
々
は
所
轄
の
小
田
原
藩
に
対
し
、救
済
訴
願
運
動
を
行
っ
た
。

　
翌
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
に
小
田
原
藩
領
の
被
災
地
域
一
帯
は

幕
領
に
上
知
さ
れ
る
が）
（1
（

、
火
山
灰
の
河
川
流
入
に
よ
り
、
足
柄
平
野

中
央
部
を
流
れ
る
酒
匂
川
の
河
床
が
上
昇
し
、
噴
火
の
二
次
災
害
で

あ
る
河
川
氾
濫
を
招
い
た
。
氾
濫
は
宝
永
期
か
ら
享
保
期
に
か
け
て

度
々
起
こ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
河
川
周
辺
の
平
野
部
の
村
々
は
さ
ら

に
困
窮
を
極
め
て
い
っ
た
。
被
災
地
域
の
内
、
酒
匂
川
右
岸
や
今
回

取
り
上
げ
る
山
間
の
村
々
は
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
に
、
酒
匂
川

左
岸
の
村
々
は
天
明
三
年（
一
七
八
三
）に
小
田
原
藩
領
に
戻
さ
れ
た
。

２
　
山
間
村
落
の
様
相

　
次
に
本
稿
で
主
に
扱
う
山
間
村
落
の
噴
火
直
後
の
様
子
を
見
て
お

き
た
い）
11
（

。

　
ま
ず
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
一
二
月
の
萱
沼
村
の
状
況
を
見

る）
1（
（

。
萱
沼
村
は
、
田
方
は
「
年
々
川
成
」
で
、
畑
方
の
み
の
村
落
で

あ
る
。
そ
の
畑
方
に
一
尺
五
寸
（
約
四
五
㎝
）
の
火
山
灰
（
砂
）
が

積
も
っ
た
。
掘
り
返
し
に
必
要
な
人
足
は
、
六
六
二
八
〇
人
と
当
時

の
萱
沼
村
の
村
民
数
二
〇
八
人
の
約
三
一
八
倍
で
見
積
も
っ
て
い

る
。
富
士
山
の
宝
永
噴
火
口
か
ら
直
線
で
約
三
六
㎞
離
れ
た
村
落
で

も
想
像
を
絶
す
る
被
害
を
受
け
た
。

　
次
に
中
山
村
の
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
五
月
段
階
の
畑
方
（
中

山
村
に
田
方
は
な
し
）
の
復
興
状
況
を
見
た
い）
11
（

。
中
山
村
で
は
、
上

畑
・
中
畑
、
下
畑
、
下
々
畑
の
順
で
再
開
発
が
徐
々
に
進
ん
で
い
っ

た
。
し
か
し
、
再
開
発
が
進
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
以
前
の
土
地
生

産
力
を
回
復
で
き
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
宝
永
二
年

（
一
七
〇
五
）
か
ら
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
ま
で
の
中
山
村
の
年

貢
割
付
状
を
分
析
す
る
と）
11
（

、
再
開
発
が
進
展
し
て
も
、
容
易
に
は
以

前
の
土
地
生
産
力
に
回
復
し
得
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
火

山
灰
の
除
去
（
砂
除
け
）
が
完
了
し
た
と
し
て
も
、
火
山
灰
を
含
ん

だ
土
壌
は
以
前
の
よ
う
な
土
地
生
産
力
に
は
な
か
な
か
戻
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る）
11
（

。噴
火
前
の
総
取
永
の
最
高
水
準
に
再
び
達
す
る
の
は
、

文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
取
永
だ
け
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で
考
え
て
も
復
興
に
は
噴
火
か
ら
一
〇
〇
年
も
か
か
っ
た
。

　
次
に
皆
瀬
川
村
に
つ
い
て
み
た
い
。
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）、

皆
瀬
川
村
と
近
隣
五
か
村）
11
（

が
田
畑
の
再
開
発
の
た
め
に
「
砂
は
き

料
」
を
求
め
た
訴
状
で
は
、
田
畑
と
屋
敷
の
廻
り
が
三
尺
（
約
九
一

㎝
）
ほ
ど
砂
埋
り
に
な
り
、「
餓
死
或
ハ
住
宅
砂
ニ
埋
り
水
ニ
流
し

亡
滅
仕
候
者
相
半
ニ
而
御
座
候
」
と
い
う
凄
惨
な
様
相
で
あ
っ
た
こ

と
を
訴
え
て
い
る）
11
（

。
皆
瀬
川
村
で
は
村
民
六
一
六
名
の
内
、「
砂
以

後
他
所
ヘ
奉
公
ニ
罷
出
申
候
者
」
が
一
七
三
名
、「
村
々
有
人
」
が

四
四
三
名
で
、
村
を
出
て
他
所
へ
奉
公
に
行
く
者
も
村
民
の
お
よ
そ

三
分
一
程
度
い
た
と
い
う）
11
（

。
噴
火
は
皆
瀬
川
村
民
の
生
業
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
資
料
に
は
、「
小
百
姓
有

之
者
共
前
々
ゟ
山
稼
又
ハ
野
山
ニ
諸
作
少
々
仕
付
渡
世
送
来
候
得

共
、
去
年
之
不
作
に
た
く
わ
い
茂
無
御
座
候
、
殊
更
去
冬
石
砂
降
り

候
以
後
者
、
山
稼
も
不
罷
成
候
而
及
飢
候）
11
（

」
と
あ
る
。
噴
火
前
、
村

民
は
炭
焼
き
や
薪
取
り
な
ど
と
考
え
ら
れ
る
「
山
稼
」
や
焼
畑
と
考

え
ら
れ
る
「
野
山
ニ
諸
作
少
々
仕
付
」
に
従
事
し
て
い
た
。
し
か
し
、

噴
火
後
は
「
山
稼
」
や
焼
畑
も
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
噴
火
直
後
の
山
地
の
荒
廃
状
況
は
、
周
辺
村
落
の
資
料
に
も
散
見

さ
れ
る
。
例
え
ば
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
の
資
料
で
は
、「
砂
地

故
野
山
ニ
馬
草
は
え
不
申
、
牛
馬
飼
料
并
ニ
田
畑
こ
や
し
ニ
難
儀
仕

候
」
と
あ
る）
11
（

。
降
砂
に
よ
り
、
下
草
が
生
え
ず
、
家
畜
の
飼
料
や
自

給
肥
料
に
苦
慮
す
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、「
百
姓
か
せ
ぎ

商
売
ニ
参
候
深
山
之
薪
真
木
山
へ
砂
故
人
馬
之
道
路
留
り
、
か
せ
ぎ

不
罷
成
、
難
儀
仕
候
」
と
、
火
山
灰
が
積
も
っ
た
こ
と
で
山
地
へ
の

通
行
が
遮
断
さ
れ
、
薪
取
り
も
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
窮
状

を
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
噴
火
の
被
害
を
受
け
た
山
間
村
落
で
は
、
穀
物
生

産
を
可
能
と
し
生
命
の
維
持
に
欠
か
せ
な
い
田
畑
の
再
開
発
を
急
ぐ

一
方
、
生
業
と
の
関
わ
り
で
は
、
山
地
に
大
量
の
火
山
灰
が
積
も
っ

た
こ
と
で
、「
山
稼
」
や
焼
畑
な
ど
が
す
ぐ
に
は
行
え
な
い
状
況
に

陥
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
噴
火
直
後
の
山
間
村
落
の
景
観
は
、
村
々
が
復
興
へ
と

歩
み
を
進
め
る
中
で
、
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
い
っ
た
の
か
。
以
下

で
は
、
山
間
村
落
の
景
観
変
容
の
様
相
を
絵
図
の
分
析
に
寄
り
な
が

ら
迫
っ
て
い
き
た
い
。

二
　
絵
図
か
ら
見
た
山
間
村
落
の
景
観
変
容

１
　
噴
火
直
後
の
山
間
村
落
の
景
観

　
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
落
に
残
さ
れ
た
絵
図
を
主
な
分
析
対

象
と
し
、
被
災
し
た
山
間
村
落
が
ど
の
よ
う
な
景
観
変
容
を
と
も
な

い
な
が
ら
復
興
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た
の
か
を
見
て
い
き
た
い）
11
（

。

　
最
初
に
噴
火
か
ら
一
二
七
年
後
の
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
作
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成
さ
れ
た
皆
瀬
川
村
絵
図（【
絵
図
１）
1（
（

】）を
見
た
い
。
こ
の【
絵
図
１
】

は
、
皆
瀬
川
村
の
村
絵
図
の
中
で
も
彩
色
豊
か
に
村
の
景
観
を
示
す

好
資
料
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
噴
火
前
と
噴
火
後
で
は
、
村
の
内
実
は

異
な
る
が
、「
平
常
」
の
村
の
景
観
を
端
的
に
示
す
資
料
と
い
え
る
。

皆
瀬
川
村
は
、本
村
（「
鍛
治
屋
敷
」）
と
「
深
沢
」「
高
杉
」「
人
遠
」

「
八
丁
（
町
）
」「
市
間
」、
こ
こ
に
は
文
字
の
記
載
は
な
い
が
「
中
尾
」「
湯

ケ
沢
」
の
各
枝
郷
が
山
中
に
点
在
し
た
。
屋
敷
の
周
縁
部
に
は
畑
が

同
心
円
的
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
ま
た
、
深
沢
集
落
等

を
流
れ
る
と
ち
や
沢
や
八
町
集
落
等
を
流
れ
る
皆
瀬
川
沿
い
に
は
田

が
散
在
し
た
。
周
囲
を
山
地
に
囲
ま
れ
た
典
型
的
な
山
間
村
落
の
景

観
を
呈
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
皆
瀬
川
村
は
宝
永
噴
火
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
景
観
の
変
容
が
あ
っ

た
の
か
。
次
に
噴
火
か
ら
三
年
後
の
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
作
成

と
思
わ
れ
る
皆
瀬
川
村
絵
図
（【
絵
図
２）
11
（

】）
を
見
た
い
。

　
従
来
、
神
奈
川
県
西
部
の
噴
火
直
後
の
村
絵
図
と
し
て
宝
永
五
年

（
一
七
〇
八
）の
柳
川
村
や
菖
蒲
村
の
絵
図）
11
（

や
宝
永
六
年（
一
七
〇
九
）

の
苅か
り
の野

一い
っ
し
き色

村
の
絵
図）
11
（

な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
先

行
研
究
で
も
ほ
と
ん
ど
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
中
で
、
噴
火
直
後
の
村

の
様
子
を
示
し
た
貴
重
な
絵
図
で
あ
る）
11
（

。

　
絵
図
に
は
、
枝
郷
「
八
丁
（
町
）
」
付
近
に
「
皆
瀬
川
通
此
所
御
川
除
奉

願
上
候
」と
二
か
所
付
箋
で
の
記
載
が
あ
る
。宝
永
七
年（
一
七
一
〇
）

に
皆
瀬
川
村
役
人
が
「
川
除
御
普
請
」
を
願
い
出
た
証
文
が
残
っ
て

お
り）
11
（

、「
皆
瀬
川
筋
或
ハ
坂
橋
沢
両
所
沢
水
□（
虫
損
）□

損
シ
家
□（
虫
損
）□

勿
論

前
々
ゟ
有
来
候
田
畑
共
ニ
皆
損
シ
」
た
た
め
、
長
さ
四
三
〇
間
（
約

七
八
二
ｍ
）
余
り
の
川
除
土
手
と
長
さ
四
〇
〇
間
（
約
七
二
七
ｍ
）
の

石
倉
の
普
請
を
願
い
出
て
い
る
。
付
箋
の
内
容
と
証
文
の
内
容
が
一
致

す
る
た
め
、提
出
し
た
証
文
に
添
付
さ
れ
た
絵
図
の
写
し
と
思
わ
れ
る
。

絵
図
に
作
成
さ
れ
た
年
代
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
証
文
と
同
時
に

作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
た
。
領
主
に
窮
状
を
訴
え
る
た
め
に
作

成
さ
れ
た
意
図
が
あ
る
た
め
、
絵
図
を
読
み
解
く
際
に
一
定
の
留
意

が
必
要
と
な
る
。

　
改
め
て
絵
図
を
見
て
み
よ
う
。
噴
火
が
あ
り
、
皆
瀬
川
村
は
一

面
黒
灰
色
の
世
界
と
な
っ
た
よ
う
だ
。「
田
」、「
畑
」、「
山
畑
」
の

ほ
と
ん
ど
が
火
山
灰
で
埋
り
、
村
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
こ

と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
注
目
す
べ
き
点
も
あ
る
。
一
つ
は
、
道

の
復
旧
で
あ
る
。
絵
図
に
は
、
本
村
で
あ
る
「
か（

鍛

治

屋

敷

）

じ
や
し
き
」
と

「
よ（

用

沢

）

ふ
さ
わ
」「
市
間
」「
高
杉
」「
八
丁
（
町
）
」「
中
尾
」「
深
沢
」
の
各
集

落
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
道
で
つ

な
が
っ
て
い
る
。
噴
火
直
後
、
必
要
物
資
を
運
ん
だ
り
、
情
報
を
収

集
し
た
り
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
道
は
、
早
急
に
村
民
の
努
力
に

よ
っ
て
復
旧
さ
れ
て
い
た
。

　
た
だ
し
、
こ
の
年
の
五
月
に
皆
瀬
川
村
他
の
奥お
く
や
ま山
家が

往
還
筋
の
九

か
村）
11
（

が
、「
雨
ニ
而
山
ゟ
石
砂
落
候
故
、
通
路
不
罷
成
候
ニ
付
」、
石

や
砂
を
取
り
退
け
、
道
を
元
通
り
に
す
る
よ
う
要
求
し
て
い
る）
11
（

。
皆
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瀬
川
村
も
五
七
八
間
（
約
一
〇
五
〇
ｍ
）、
一
五
一
人
分
を
要
求
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
噴
火
後
の
道
の
復
旧
工
事
も
一
進
一
退
を
繰
り

返
し
た
よ
う
だ
。
噴
火
後
の
村
の
復
興
を
考
え
る
上
で
、
道
の
復
旧

は
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
道
に
は
、
生
活
物
資
運
搬
等
と
の
関
わ
り
と
と
も
に
生
業

と
の
関
係
も
見
え
て
く
る
。
皆
瀬
川
村
で
は
、
噴
火
直
後
、
田
畑
の

再
開
発
と
と
も
に
焼
き
出
し
て
お
い
た
炭
の
輸
送
が
企
図
さ
れ
た
。

宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
一
二
月
に
、
炭
の
輸
送
路
の
変
更
願
が
皆

瀬
川
村
か
ら
出
さ
れ
た）
11
（

。
従
来
、
枝
郷
の
市
間
・
湯
ケ
沢
・
高
杉
・

人
遠
・
八
町
は
遠
回
り
と
な
る
本
村
鍛
治
屋
敷
経
由
で
、
河
村
関
所

を
通
り
、
十
分
一
銭
（
通
行
税
）
を
納
め
、
近
隣
の
川
村
山
北
に
炭

を
運
搬
し
て
い
た
。
し
か
し
、
噴
火
後
、「
道
罷
留
候
」
状
況
に
な

っ
た
た
め
、「
少
々
宛
持
候
炭
」
を
皆
瀬
川
通
り
経
由
で
、
川
村
山

北
ま
で
出
し
た
い
と
要
求
し
た
。
こ
れ
は
川
村
関
所
を
通
過
せ
ず
に

炭
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
ル
ー
ト
で
、
従
来
許
可
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
緊
急
事
態
で
あ
る
た
め
、
許
可
さ
れ
た
よ
う
だ
。
さ
ら
に
、

宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
一
二
月
に
も
「
往
還
之
道
大
分
砂
降
り
御

座
候
故
」、
高
杉
と
八
町
の
古
釜
で
焼
い
た
炭
を
皆
瀬
川
通
り
経
由

で
輸
送
し
た
い
旨
を
川
村
関
所
に
対
し
て
要
求
し
た）
11
（

。
加
え
て
、
支

配
代
官
の
伊
奈
半
左
衛
門
役
所
に
対
し
て
も
同
様
の
要
求
を
行
っ

た）
1（
（

。
同
文
書
で
は
、「
今
年
川
除
御
普
請
御
座
候
内
者
炭
焼
不
申
候

得
共
、
御
普
請
も
無
御
座
候
ニ
付
、
少
々
炭
焼
申
候
」
と
賃
銭
の
も

ら
え
る
川
除
普
請）
11
（

で
喰
い
つ
な
ぎ
、
そ
の
あ
て
が
な
く
な
っ
た
と
こ

ろ
で
、炭
焼
き
を
開
始
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
要
求
も
、

翌
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
四
月
に
伊
奈
半
左
衛
門
役
所
役
人
よ
り

「
炭
商
売
」
が
許
可
さ
れ
た）
11
（

。
道
の
復
旧
は
生
業
と
の
関
わ
り
に
お

い
て
も
重
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　【
絵
図
２
】で
注
目
す
べ
き
二
点
目
は
、畑
の
再
開
発
状
況
で
あ
る
。

よ
く
見
る
と
、
集
落
の
周
り
は
黒
灰
色
に
塗
ら
れ
て
お
ら
ず
、
集
落

の
周
り
か
ら
徐
々
に
畑
の
再
開
発
に
努
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

た
だ
し
、
隣
村
の
都
夫
良
野
村
の
資
料）
11
（

に
は
、「
田
畑
之
儀
も
山
附

ニ
御
座
候
得
者
、
少
々
宛
砂
取
申
候
得
而
茂
、
山
嶽
ゟ
落
掛
、
右
之

砂
ニ
罷
成
、
難
儀
仕
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
田
畑
の
再
開
発
で
は
、

砂
を
除
け
て
も
再
び
山
地
か
ら
落
ち
て
く
る
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返

し
、
山
間
村
落
ゆ
え
の
難
し
さ
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
三
点
目
は
、
村
の
総
鎮
守
で
あ
る
「
宮
」（
神
明
社
）
が
描
か
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
宮
」
が
未
曾
有
の
巨
大
災
害
の

中
で
村
民
の
精
神
的
な
支
柱
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。
こ
の
よ
う
に
壊
滅
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
負
っ
た
山
間
村
落
で
あ

っ
た
が
、
徐
々
に
復
興
へ
と
歩
み
を
進
め
て
い
っ
た
。

　２
　
噴
火
か
ら
復
興
す
る
山
間
村
落
の
景
観

　
噴
火
か
ら
お
よ
そ
二
〇
年
か
ら
三
〇
年
経
っ
た
山
間
村
落
は
ど
の

よ
う
な
様
相
を
呈
し
た
の
か
。
ま
ず
、
噴
火
か
ら
二
一
年
後
の
享
保
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一
三
年
（
一
七
二
八
）
の
皆
瀬
川
村
絵
図
（【
絵
図
３）
11
（

】）
を
み
た
い
。

絵
図
に
は
、「
申
年
六
月
」
の
記
載
は
あ
る
も
の
の
、
作
成
年
は
記

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
支
配
代
官
の
岩
手
藤
左
衛
門
に
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
岩
手
が
代
官
で
、
申
年
だ
っ
た
の
は
享
保
一
三

年
の
み
で
あ
り
、
享
保
一
三
年
六
月
に
作
成
さ
れ
た
絵
図
だ
と
考
え

ら
れ
る）
11
（

。

　
ま
ず
目
を
引
く
の
は
、
各
集
落
の
周
囲
に
点
在
す
る
「
畑
」
の
文

字
で
あ
る
。
一
部
、
い
ま
だ
「
砂
地
」
の
箇
所
も
見
ら
れ
る
が
、
集

落
の
周
り
の
「
畑
」
は
再
開
発
が
進
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た

だ
し
、
享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
）
に
皆
瀬
川
村
他
五
か
村）
11
（

か
ら
代

官
へ
出
さ
れ
た
資
料）
11
（

に
は
、「
畑
方
開
発
之
儀
も
砂
之
上
江
少
々
土

を
平
均
シ
諸
作
仕
付
申
候
、
依
之
砂
降
り
以
来
ハ
畑
作
之
義
年
々
十

分
ニ
ハ
実
成
不
申
」
と
あ
り
、
再
開
発
が
完
了
し
た
と
い
え
ど
も
、

元
通
り
の
土
地
生
産
力
に
は
回
復
せ
ず
、
噴
火
の
傷
は
深
か
っ
た
と

い
え
る
。「
畑
」
が
徐
々
に
再
開
発
さ
れ
る
一
方
で
、
川
沿
い
に
点

在
す
る
田
は
「
田
流
」
と
な
っ
て
い
る
。
山
の
山
頂
・
山
腹
に
目
を

転
じ
る
と
、「
青
」「
青
色
」
の
文
字
が
み
え
る
。【
絵
図
２
】
で
は

一
面
黒
灰
色
の
世
界
で
あ
っ
た
と
想
定
で
き
る
が
、
噴
火
か
ら
二
〇
年

が
経
ち
、
山
地
で
も
徐
々
に
植
生
が
回
復
し
て
き
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。【
絵
図
２
】
で
は
神
明
社
の
み
の
記
載
で
あ
っ
た
が
、【
絵
図

３
】
で
は
「
地
蔵
堂
」
が
二
つ
、「
薬
師
堂
」・「
天
照
大
神
宮
」（
神

明
社
）・「
不
動
堂
」
と
宮
九
つ
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
山
畑
は
「
山
畑
砂
」
と
記
載
が
あ
り
、
砂
埋
り
を
示

す
よ
う
な
描
写
が
な
さ
れ
、
い
ま
だ
再
開
発
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た

よ
う
だ
。
し
か
し
、
果
た
し
て
山
畑
で
は
村
民
の
生
業
が
全
く
行
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
二
月
と

思
わ
れ
る
代
官
所
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
へ
の
回
答
文
書
の
下
書
と

思
し
き
資
料）
11
（

に
は
、
炭
の
焼
き
出
し
に
つ
い
て
「
前
々
ゟ
内
林
之
竹

木
ニ
而
い
た
し
候
哉
、
又
ハ
山
畑
等
之
竹
木
ニ
而
い
た
し
候
哉
之
訳

ケ
御
吟
味
被
遊
候
」
と
の
調
査
が
あ
り
、村
方
で
は
「
当
（
皆
瀬
川
村
）

村
之
儀
（
中

略
）
先
年
砂
降
以
来
御
田
地
砂
埋
ニ
罷
成
御
百
姓
大
困
窮
仕
候
ニ
付

当
日
之
稼
之
儀
、
右
砂
埋
ニ
罷
成
候
山
畑
ニ
連
々
と
竹
木
等
立
置
申

候
而
数
年
堅
炭
又
ハ
鍛
冶
炭
等
ニ
仕
、
当
日
之
渡
世
漸
々
相
送
り
候

義
ニ
御
座
候
」
と
回
答
し
た
。
山
畑
は
、
焼
畑
な
ど
は
行
え
て
い
な

か
っ
た
可
能
性
が
高
い
が
、「
竹
木
等
」
を
仕
立
て
炭
の
原
料
の
採

取
先
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
噴
火
か
ら
二
七
年
後
の
享
保
一
九
年
（
一
七
三
四
）
の
皆
瀬

川
村
絵
図
（【
絵
図
４）
11
（

】）
を
見
た
い
。【
絵
図
４
】
で
は
、【
絵
図
３
】

で「
田
流
」と
な
っ
て
い
た
場
所（
と
ち
や
沢
沿
い
）が
、一
部「
開
発
」

さ
れ
「
田
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、【
絵
図
３
】
で
は
、
文
字
の

み
で
わ
か
り
づ
ら
か
っ
た
が
、
集
落
周
縁
部
の
畑
の
再
開
発
が
な
さ

れ
た
こ
と
が
視
覚
的
に
よ
く
わ
か
る
。
さ
ら
に
、【
絵
図
３
】
で
「
山

畑
砂
」
も
し
く
は
「
砂
地
」
と
な
っ
て
い
た
場
所
に
「
山
畠）
1（
（

」
の
文

字
が
み
え
、
山
畑
も
再
開
発
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る）
11
（

。【
絵
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図
４
】
と
同
様
の
形
式
の
絵
図
が
隣
村
都
夫
良
野
村
に
も
残
さ
れ
て

お
り）
11
（

、
こ
の
時
期
に
代
官
が
一
律
に
被
災
村
落
の
状
況
を
把
握
す
る

た
め
に
提
出
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
絵
図
に
関
連
す
る
帳
簿
を
ま
と
め
た
も
の
が
、【
表
】で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
絵
図
の
み
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
各
枝
郷
別
の
復
興
状

況
を
大
別
で
き
る
。【
表
】
か
ら
は
全
体
の
傾
向
と
し
て
、
お
お
よ

そ
上
畑
、
中
畑
、
下
畑
、
下
々
畑
、
山
畑
の
順
で
再
開
発
が
進
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
各
枝
郷
に
お
い
て
再
開
発
の
進

展
度
に
差
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
枝
郷
の
市
間
で
は
、「
砂
埋
り
」

が
下
畑
と
下
々
畑
の
一
部
だ
け
な
の
に
対
し
、
枝
郷
の
人
遠
や
八
町

で
は
上
畑
や
中
畑
で
も
ま
だ
十
分
に
再
開
発
が
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

こ
に
は
【
絵
図
３
】
や
【
絵
図
４
】
で
一
瞥
し
た
だ
け
で
は
見
え
て

こ
な
か
っ
た
枝
郷
ご
と
の
復
興
状
況
の
差
が
垣
間
見
え
る
。
絵
図
は

他
の
資
料
と
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
正
確
な
読
み
取
り
が
可

能
と
な
る
だ
ろ
う
。
絵
図
を
読
み
解
く
上
で
、
も
う
一
点
気
を
付
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
山
地
に
お
け
る
植
生
回

復
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
噴
火
か
ら
お
よ
そ
二
〇
年
か
ら
三
〇
年
経

っ
て
も
、【
絵
図
４
】
の
よ
う
に
一
面
黒
灰
色
の
イ
メ
ー
ジ
で
よ
い

の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、【
絵
図
３
】
と
同
じ
く
噴
火
か
ら
二
一
年
後

の
享
保
一
三
年
（
一
七
二
八
）
に
作
成
さ
れ
た
皆
瀬
川
村
の
隣
村
の

虫
沢
村
絵
図
（【
絵
図
５）
11
（

】）
を
み
た
い
。
虫
沢
村
で
も
、
屋
敷
周
縁

部
の
畑
が
再
開
発
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
ず
は
集
落
の
周
り
か
ら

復
興
に
取
り
掛
か
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
虫
沢
村
で
は
、
川
沿
い

の
一
部
田
畑
は
未
開
発
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
耕
地
は
灰
色
に
塗
ら
れ

て
い
る
。
屋
敷
の
周
り
の
田
畑
を
優
先
的
に
再
開
発
し
、
火
山
灰
を

川
沿
い
に
投
棄
し
た
、
も
し
く
は
雨
に
よ
り
斜
面
か
ら
火
山
灰
が
川

沿
い
に
流
れ
込
ん
だ
こ
と
が
原
因
だ
ろ
う
か
。
こ
の
絵
図
で
も
っ
と

も
注
目
し
た
い
の
は
、
山
地
の
植
生
描
写
で
あ
る
。【
絵
図
３
】
で

も
山
地
が
「
青
」「
青
色
」
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
絵
図
で
も

山
地
は
薄
黄
緑
色
で
塗
ら
れ
て
い
る
。加
え
て
、興
味
深
い
の
は「
〒
」

字
型
の
マ
ー
ク
が
山
地
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
後
掲
の
萱

沼
村
絵
図
（【
絵
図
８
】）
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
マ
ー
ク
が
あ
り
、
お
そ

ら
く
樹
木
を
描
写
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
絵
図
を
相
互
に
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
の
時
期
に
は

噴
火
直
後
の
よ
う
に
一
面
黒
灰
色
と
い
う
よ
り
も
、
あ
る
程
度
山
地

の
植
生
が
回
復
し
、
山
頂
や
山
腹
に
は
樹
木
や
草
野
が
広
が
る
景
観

を
呈
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
噴
火
後
お
よ
そ

二
〇
年
か
ら
三
〇
年
が
経
過
し
、
村
民
た
ち
の
努
力
で
、
集
落
周
辺

の
田
畑
が
再
開
発
さ
れ
、
山
地
に
お
い
て
も
徐
々
に
植
生
が
回
復
し

て
き
た
。
山
畑
に
お
い
て
も
、
再
開
発
が
な
さ
れ
た
り
、
炭
の
原
料

の
採
取
先
と
し
て
活
用
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
そ
の
利
用
が
活
発
化

し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
時
期
周
辺
の
萱
沼
村
が
、
土
地
生

産
力
が
な
か
な
か
回
復
し
な
い
中
で
、「
薪
商
売
」
に
活
路
を
見
出
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枝郷名 種別 田畑総反別 地目 反別 川成 砂埋り 開発 備考
中田 2反2畝29歩 1反29歩 1反2畝歩
下田 2反10歩 1反4畝19歩 5畝21歩
下々田 1畝21歩 川成
上畑 2町4反2歩 1畝歩 2反3畝26歩 2町9畝6歩
中畑 1町4反3歩 1反2畝歩 9畝17歩 1町1反8畝16歩
下畑 1町3反5畝1歩 4畝15歩 2反6畝11歩 1町4畝15歩
下々畑 6反3畝22歩 6畝24歩 1反1畝25歩 3反5畝3歩

屋敷 3反3畝8歩 名主屋敷引5畝歩
山畑 8反4畝15歩 開発

上畑 2反8畝29歩 2畝26歩 1反7畝9歩 1反24歩
中畑 1反9畝23歩 20歩 1反7畝3歩 2畝歩
下畑 2反2畝24歩 2反1畝26歩 1畝28歩
下々畑 5反7畝21歩 5反2歩 6畝19歩

屋敷 4畝歩
山畑 9畝6歩 開発

上畑 3町4畝2歩 11歩 4畝17歩 2町9反9畝4歩
中畑 1町4反25歩 1畝20歩 1反9畝4歩 1町2反1歩
下畑 1町2反27歩 3畝8歩 2反1畝25歩 9反5畝24歩
下々畑 4反6畝28歩 20歩 9畝12歩 3反6畝26歩

屋敷 2反3畝13歩
山畑 7反7畝4歩 開発
山 3畝歩 松兵衛分
下田 3畝8歩 開発

上畑 1町1反2畝7歩 開発
中畑 7反3畝2歩 開発
下畑 9反3畝1歩 1反1畝29歩 8反1畝2歩
下々畑 2反8畝10歩 8畝12歩 1反9畝28歩

屋敷 7畝24歩
山畑 1町4反2畝26歩 開発
外新田 5畝歩
下田 7畝7歩 川成

中畑 6反5畝29歩 4反1畝9歩 2畝歩 2反2畝20歩
下畑 9畝3歩 2畝歩 7畝3歩
下々畑 6畝18歩 1畝24歩 3畝16歩 1畝6歩
上畑 1町2反6畝2歩 2畝2歩 1町1反8畝20歩
中畑 4反8畝22歩 4畝1歩 4反4畝21歩
下畑 8反5畝28歩 1畝15歩 2反3畝6歩 6反1畝7歩
下々畑 6反8畝22歩 3畝17歩 1反5畝6歩 4反9畝29歩

屋敷 1反3畝26歩
山畑 6反7畝5歩 開発

下田 2畝20歩 川成
下々田 2畝10歩 川成
上畑 6反11歩 1反7畝28歩 1反4畝20歩 2反7畝23歩
中畑 6反8畝歩 1反9歩 2反歩 3反7畝29歩
下畑 8反1畝3歩 1反6畝10歩 2反6畝26歩 3反7畝27歩
下々畑 5反1畝3歩 1反8畝17歩 1反9畝27歩 2反2畝9歩

屋敷 1反2畝20歩
山畑 2反10歩 開発

上畑 1町2反3畝22歩 3反9畝23歩 2反1畝1歩 6反2畝27歩
中畑 9反4畝11歩 9畝20歩 2反6畝歩 5反8畝21歩
下畑 6反6畝15歩 9畝1歩 3畝10歩 5反4畝4歩
下々畑 4反4畝4歩 4畝28歩 12歩 3反8畝24歩

屋敷 1反16歩
山畑 4反4畝6歩 開発

※享保19年3月「寅年開発御改并村絵図指出帳」（皆瀬川　井上家文書、横帳286、神奈川県立公文書館寄託）より作成。

人遠

八町
畑方 3町4反2畝28歩

田方

畑方

5畝歩

2町7反3畝27歩

湯ケ沢
畑方 8反7畝4歩

高杉
畑方 3町4反3畝10歩

市間
畑方 3町1反4畝14歩

表　享保19年（1734）における皆瀬川村各枝郷における田畑の再開発状況

鍛治屋敷

中尾

深沢

畑方 1町3反3畝7歩

畑方 6町3反6畝15歩

田方 4反5畝歩

畑方 6町1反6畝6歩
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し
て
い
た）
11
（

こ
と
と
も
整
合
性
が
付
く
。

三
　
入
会
山
を
め
ぐ
る
軋
轢

１
　
萱
沼
村
の
景
観

　
こ
こ
で
は
、
噴
火
か
ら
お
よ
そ
六
〇
年
か
ら
七
〇
年
後
の
絵
図
が

残
る
萱
沼
村
を
事
例
に
、
そ
の
後
の
山
間
村
落
の
景
観
と
、
具
体
的

な
山
地
利
用
の
実
態
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
ま
ず
、
噴
火
か
ら

六
六
年
後
の
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
頃
に
描
か
れ
た
と
思
わ
れ
る

萱
沼
村
絵
図）
11
（

（【
絵
図
６）
11
（

】）よ
り
山
間
村
落
の
景
観
に
迫
り
た
い
。【
絵

図
６
】
を
見
る
と
、「
下
々
畑
」
の
一
部
や
山
裾
の
「
山
畑
」
を
除
き
、

上
畑
、
中
畑
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
が
砂
除
け
済
み
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
噴
火
か
ら
一
定
期
間
を
経
て
、
よ
う
や
く
本
来
の
村
の
景
観
に

回
復
し
て
き
た
様
子
が
う
か
が
え
よ
う
。

　【
絵
図
６
】
で
注
目
し
た
い
の
は
、
絵
図
に
描
か
れ
た
山
地
の
植

生
で
あ
る
。
萱
沼
村
の
山
地
に
は
、「
山
畑
」
や
「
古
林
」
の
文
字

が
点
在
す
る
。
さ
ら
に
山
地
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
す
る
と
、「

」

「

」「

」「

」
な
ど
実
に
多
様
な
構
造
物
が
描
写
さ
れ
て

い
る
。
局
所
的
に
は
「

」
や
「

」
だ
け
で
描
か
れ
て
い

る
山
地
も
あ
る
。
描
か
れ
た
形
状
だ
け
で
判
断
す
れ
ば
、「

」

「

」
は
樹
木
、「

」
は
草
、「

」
は
樹
木
と
も
草
と
も
と

れ
る
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
描
き
方
の
違
い
が
当
時
の
山

地
の
植
生
を
如
実
に
示
し
た
も
の
か
ど
う
か
明
確
に
判
断
し
得
る
根

拠
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
詳
細
に
描
き
手
に
よ
る
描
き
分
け

が
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
何
ら
か
の
視
覚
情
報
を
も
と
に
絵
図
が

作
成
さ
れ
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
次
に
復
興
状
況
か
ら
安
永
期
頃
以
前
に
描
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
萱

沼
村
絵
図
（【
絵
図
７）
11
（

】）
を
見
た
い
。
全
体
的
に
見
て
、【
絵
図
６
】

よ
り
も
砂
埋
り
箇
所
が
広
範
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、【
絵
図
７
】

よ
り
も
作
成
年
代
は
古
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、絵
図
右
下
に「
土

手
百
五
十
間
御
願
申
上
候
場
所
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
土
手
の
普
請

を
願
い
出
た
際
に
作
成
さ
れ
た
絵
図
と
も
考
え
ら
れ
る）
11
（

。【
絵
図
６
】

で
は
、【
絵
図
７
】
に
記
載
の
あ
る
「
新
川
」
で
は
な
く
、「
古
川
」

の
場
所
を
河
川
が
通
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
土
手
の
普
請
が
聞
き
届

け
ら
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。【
絵
図
７
】
に
お
い
て
注
目
す
べ

き
点
は「
山
畑
」の
描
か
れ
た
方
で
あ
る（【
絵
図
７
】の
拡
大）
11
（

）。【
絵

図
６
】
で
は
ポ
イ
ン
ト
的
に
「
山
畑
」
と
だ
け
文
字
で
記
さ
れ
て
い

た
が
、
こ
の
絵
図
で
は
面
的
に
「
山
畑
」
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
山
地
の
景
観
を
考
え
る
上
で
重
要
な
問
題
で
、「
山
畑
」
は

実
際
に
ど
の
よ
う
な
景
観
を
呈
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

２
　
山
地
の
景
観

　
こ
う
し
た
問
題
に
、
噴
火
か
ら
お
よ
そ
三
〇
年
後
の
元
文
二
年

（
一
七
三
七
）
五
月
に
作
成
さ
れ
た
萱
沼
村
の
入
会
山
絵
図
（【
絵
図

８）
1（
（

】）
の
分
析
を
通
し
て
迫
り
た
い
。
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こ
の
絵
図
の
作
成
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
お
き

た
い）
11
（

。
元
文
二
年
四
月
か
ら
同
三
年
四
月
に
か
け
て
「
山
元
」
の
萱

沼
村
と
「
里
」
の
金
子
村
と
の
間
に
入
会
山
を
巡
る
争
論
が
発
生
し

た
。
そ
の
過
程
で
作
成
さ
れ
た
絵
図
が
【
絵
図
８
】
で
あ
る
。

　
争
論
の
発
端
は
、
元
文
二
年
に
金
子
村
が
萱
沼
村
の
入
会
山
に
草

木
を
刈
り
取
る
た
め
立
ち
入
っ
た
と
こ
ろ
、
萱
沼
村
の
者
た
ち
が
来

て
、
金
子
村
の
者
た
ち
の
鎌
や
鉈
を
取
り
上
げ
た
こ
と
で
あ
っ
た）
11
（

。

金
子
村
は
再
三
萱
沼
村
の
名
主
の
元
へ
交
渉
に
向
か
う
が
埒
が
明
か

ず
争
論
に
発
展
し
た
。

　
金
子
村
の
主
張）
11
（

は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
入
会
村
々
困
窮
仕
、
人

馬
等
減
少
故
数
年
入
込
不
申
候
内
、
草
野
茂
不
残
夥
敷
薪
山
ニ
罷
成

候
」
と
、
噴
火
後
の
困
窮
に
よ
り
数
年
入
り
会
っ
て
い
な
か
っ
た
と

こ
ろ
、「
草
野
」
で
あ
っ
た
入
会
山
が
「
薪
山
」
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
。
噴
火
か
ら
三
〇
年
の
月
日
を
考
え
る
と
妥
当
な
主
張
だ

ろ
う
。
さ
ら
に
、「
砂
降
り
已
後
段
々
水
損
ニ
而
御
田
（
地
脱
か
）屋
敷
迄
茂
砂

埋
ニ
罷
成
候
内
、
山
元
之
者
共
幸
ニ
致
夥
敷
分
取
新
林
ニ
開
置
候
」

と
、
金
子
村
が
噴
火
に
続
く
酒
匂
川
の
氾
濫
で
困
窮
を
極
め
て
い
る

間
に
、「
山
元
」
で
は
、「
幸
」
に
も
「
新
林
」
を
仕
立
て
て
し
ま
っ

た
と
主
張
す
る
。
ま
た
、
入
会
山
な
の
に
年
貢
地
（
山
畑
）
で
あ
る

と
い
っ
て
草
を
刈
ら
せ
な
い
と
も
述
べ
て
い
る
。
金
子
村
で
は
、「
近

年
少
々
宛
御
田
地
開
発
仕
、
漸
々
村
成
候
様
ニ
罷
成
両
（
金
子
村
）組

ニ
而
馬
数

弐
拾
疋
餘
ニ
而
苅
取
候
」
と
、
徐
々
に
田
地
の
再
開
発
が
進
み
、
減

っ
て
し
ま
っ
た
馬
も
二
〇
匹
ほ
ど
に
な
っ
た
た
め
、秣
場
と
し
て「
草

野
」
の
需
要
が
高
ま
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
の
萱
沼
村
の
主
張
は
主
に
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る）
11
（

。一
点
は
、

「
薪
」
を
金
子
村
の
者
が
刈
り
取
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
他
村
の

者
に
よ
る
薪
の
刈
り
取
り
は
、
噴
火
以
降
土
地
生
産
力
が
な
か
な

か
回
復
し
な
い
中
で
、「
薪
商
売
」
に
活
路
を
見
出
し
て
い
た
萱
沼

村）
11
（

に
と
っ
て
は
死
活
問
題
で
あ
っ
た
。
も
う
一
点
は
、「
野
火
」
の

問
題
で
あ
る
。
萱
沼
村
は
金
子
村
の
者
が
野
火
を
付
け
た
と
主
張
し

て
お
り
、
こ
ち
ら
も
「
薪
商
売
」
を
生
業
と
し
て
い
た
萱
沼
村
に
と

っ
て
許
し
が
た
い
問
題
で
あ
っ
た
。
萱
沼
村
は
、「
山
元
」
の
「
林
」

は
「
里
方
」
の
「
御
田
地
同
様
」
に
大
切
な
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
、

金
子
村
と
の
対
決
姿
勢
を
鮮
明
に
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
萱
沼
村
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
絵
図
が
【
絵
図

８
】
で
あ
る）
11
（

。
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
山
地
に
点
在
す

る
「
山
畑
」
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
【
絵
図
８
】
で
は
、【
絵
図
６
】

や
【
絵
図
７
】
で
は
把
握
で
き
な
か
っ
た
「
山
畑
」
の
実
態
が
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
。
ま
ず
押
さ
え
た
い
の
は
、「
山
畑
」
が
山
地
一

面
に
あ
る
程
度
の
面
積
ご
と
に
点
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
実
際
の
山
畑
は
【
絵
図
６
】
の
よ
う
に
小
さ
く
ポ
イ
ン
ト
的
に

存
在
し
て
い
た
も
の
で
も
、【
絵
図
７
】
の
よ
う
に
山
地
一
面
に
隈

な
く
存
在
し
て
い
た
も
の
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
意

深
く
見
る
と
、「
山
畑
」
の
周
り
や
「
山
畑
」
と
「
山
畑
」
の
間
に
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は
「
古
林
」
が
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
実
際
の

山
地
の
状
況
と
し
て
、「
山
畑
」
と
「
古
林
」
は
入
り
乱
れ
た
状
態

に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る）
11
（

。
と
く
に
こ
の
時
期
は
噴
火
か
ら
数
十
年

間
「
里
」
の
村
々
が
入
り
会
わ
な
か
っ
た
た
め
、
山
畑
に
も
多
く
樹

木
と
考
え
ら
れ
る
描
写
（「

」）
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注

目
さ
れ
る）

11
（

。
野
火
が
発
生
し
た
「
焼
山
」
の
箇
所
を
見
る
と
、
こ
こ

で
も
同
じ
く
「
山
畑
」
の
中
に
樹
木
が
描
か
れ
て
い
る
。
樹
木
は
燃

え
た
こ
と
を
示
す
赤
色
で
描
か
れ
た
も
の
と
、
野
火
で
も
燃
え
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
他
の
箇
所
の
山
地
と
同
じ
よ
う
に
黒
色
で
描

か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
金
子
村
が
主
張
し
た
よ
う
に
、
入
会
山

と
な
っ
て
い
た
場
所
の
多
く
が
「
薪
山
」（
薪
に
で
き
る
樹
木
が
生

い
茂
っ
て
い
た
）
状
態
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
金
子
村
は
野
火

を
付
け
た
こ
と
を
認
め
な
か
っ
た
が
、
こ
う
し
た
樹
木
を
焼
い
て
し

ま
う
こ
と
で
、
従
来
通
り
の
草
野
の
植
生
に
戻
そ
う
と
し
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
萱
沼
村
は
噴
火
で
「
里
」
の
村
々
が
入
り
会

わ
な
く
な
り
、
樹
木
へ
の
遷
移
が
押
し
と
ど
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
入

会
山
を
利
用
し
、「
薪
商
売
」
に
活
路
を
見
出
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　
他
方
、【
絵
図
８
】
で
は
「

」
の
よ
う
に
草
地
を
示
す
と
考

え
ら
れ
る
描
写
も
散
見
さ
れ
る
。「
山
畑
」
と
「
古
林
」
が
入
り
乱

れ
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、実
際
の
山
地
の
景
観
と
し
て
は
、

「

」
の
よ
う
な
林
地
と
「

」
の
よ
う
な
草
地
の
箇
所
が
入

り
乱
れ
る
斑
な
景
観
を
呈
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
山
畑
で
は
、

一
般
的
に
耕
作
と
休
閑
を
繰
り
返
し
た
こ
と
か
ら
、
山
畑
の
休
閑
期

の
段
階
的
様
相
も
視
野
に
入
れ
る
と
、
数
十
年
単
位
で
山
地
の
景
観

は
変
化
し
て
い
た
こ
と
を
想
定
し
て
お
く
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
噴
火
か
ら
三
〇
年
が
経
ち
、
山
地
の
植
生
が
従
来
以
上
に
遷
移
し

て
い
く
中
で
、「
山
元
」
と
「
里
」
双
方
の
思
惑
が
ぶ
つ
か
り
合
う

場
こ
そ
入
会
山
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
絵
図
と
そ
れ
に
関
連
す
る
資
料
の
検
討
を
通
し
て
、

宝
永
噴
火
後
の
山
間
村
落
を
通
時
的
に
分
析
し
た
。
以
下
、
本
稿
で

明
ら
か
に
し
た
内
容
を
端
的
に
ま
と
め
て
い
く
。

　
ま
ず
山
間
村
落
の
噴
火
後
の
動
向
に
目
を
向
け
た
。
噴
火
直
後
、

山
間
村
落
で
は
、
道
の
復
旧
や
屋
敷
周
り
の
畑
の
再
開
発
を
優
先
的

に
行
い
、
空
間
的
に
は
居
住
区
か
ら
そ
の
周
縁
部
へ
徐
々
に
再
開
発

を
進
め
て
い
っ
た
様
相
が
見
て
取
れ
た
。
山
間
村
落
に
お
い
て
、
食

料
生
産
を
支
え
る
畑
は
生
命
を
維
持
す
る
上
で
も
最
初
に
再
開
発
の

対
象
と
な
っ
た
。取
り
上
げ
た
山
間
村
落
は
現
在
で
も
畑
作
を
営
み
、

歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
景
観
を
一
部
で
今
も
残
し
て
い
る
。
加

え
て
、
山
間
村
落
で
は
、「
砂
埋
」
と
な
っ
た
耕
地
の
土
地
生
産
力

が
な
か
な
か
回
復
し
な
い
一
方
で
、
山
地
に
根
差
し
た
炭
焼
き
（
皆
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瀬
川
村
）
や
薪
取
り
（
萱
沼
村
等
）
な
ど
の
生
業
に
大
き
な
ウ
エ
イ

ト
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
。
と
く
に
平
野
部
の
村
々
が
入
り
会
わ
な

く
な
っ
た
広
大
な
入
会
山
（「
山
畑
」
を
含
む
）
は
貴
重
な
収
入
源

に
な
っ
た
。
噴
火
後
の
山
間
村
落
の
景
観
は
、
噴
火
直
後
は
一
面
黒

灰
色
で
あ
っ
た
が
、
お
よ
そ
二
〇
年
か
ら
三
〇
年
後
に
は
、
徐
々
に

山
地
の
植
生
が
回
復
し
、
お
よ
そ
六
〇
年
か
ら
七
〇
年
後
に
は
、
一

部
耕
地
に
砂
埋
り
の
箇
所
が
見
ら
れ
る
が
ほ
と
ん
ど
従
来
通
り
の
景

観
を
回
復
し
た
と
い
っ
て
よ
い
状
況
が
見
え
て
き
た
。

　
萱
沼
村
と
金
子
村
の
入
会
争
論
の
分
析
か
ら
は
、「
里
」
の
村
々

は
、
噴
火
や
そ
れ
以
降
の
洪
水
で
多
大
な
被
害
を
受
け
た
が
、
噴
火

か
ら
お
よ
そ
三
〇
年
後
に
は
、
入
会
山
に
草
木
を
刈
り
に
来
る
程
度

に
は
回
復
し
て
い
た
様
子
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
間
に
「
薪

商
売
」
に
活
路
を
見
出
し
た
山
間
村
落
で
は
、
入
会
山
の
樹
木
を
利

用
し
、
そ
れ
で
生
計
を
立
て
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
と
く
に
【
絵

図
８
】
は
、
山
地
の
景
観
を
考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
従

来
の
山
間
村
落
や
山
地
の
景
観
分
析
は
、
主
に
村
絵
図
や
広
範
囲
の

絵
図
な
ど
を
用
い
、
景
観
の
子
細
に
は
ほ
と
ん
ど
立
ち
入
っ
て
来
な

か
っ
た
。
し
か
し
、今
回
萱
沼
村
の
山
地
を
事
例
に
、「
山
畑
」
と
「
古

林
」
が
入
り
乱
れ
た
様
相
で
、
樹
木
と
草
野
が
混
じ
る
斑
な
景
観
を

呈
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た）
11
（

。
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
近

世
の
山
地
は
、
草
肥
や
秣
の
採
取
先
と
し
て
利
用
さ
れ
る
の
み
な
ら

ず
、
山
間
村
落
民
の
生
業
の
場
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
近
世
の
山

地
の
景
観
は
、「
山
元
」
と
「
里
」
双
方
が
山
地
利
用
を
巡
り
せ
め

ぎ
合
う
中
で
形
づ
く
ら
れ
た
可
変
的
な
も
の
だ
っ
た
。

　
今
回
検
討
対
象
と
し
た
地
域
は
、
噴
火
災
害
の
被
災
村
落
で
あ
る

と
い
う
特
殊
事
情
も
あ
る
た
め
、
今
後
さ
ら
に
広
範
囲
に
山
地
の
景

観
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
山
畑
の
休
閑
期
に
形
成

さ
れ
る
景
観
を
通
時
的
に
検
討
し
て
い
く
必
要
も
あ
る）
1（
（

。
御
林
や
百

姓
持
林
な
ど
の
多
様
な
林
地
を
山
野
争
論
の
絵
図
や
樹
種
の
書
上
帳

な
ど
か
ら
分
析
し
、
近
世
の
人
び
と
が
ど
の
よ
う
な
山
地
景
観
の
中

で
暮
ら
し
て
い
た
の
か
、事
例
を
積
み
重
ね
る
こ
と
も
重
要
だ
ろ
う
。

そ
の
上
で
、
改
め
て
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
近
世
の
山
地
が

「
草
山
」
の
景
観
を
呈
し
て
い
た
の
か
議
論
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、近
世
前
期
や
後
期
の
分
析
を
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、

市
場
構
造
を
組
み
込
ん
で
の
分
析
や
「
山
畑
」
の
利
用
の
実
態
を
村

民
の
生
活
レ
ベ
ル
ま
で
落
と
し
込
ん
で
分
析
で
き
な
か
っ
た
。
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。
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史
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巻
第
二
号
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註（１
）  
拙
稿
「
宝
永
の
富
士
山
噴
火
と
山
間
村
落
の
復
興
―
入
会
山
を
巡

る
問
題
―
」（『
人
民
の
歴
史
学
』
第
二
三
四
号
、
二
〇
二
二
年
）。

（
2
）
近
年
で
は
、
中
央
大
学
山
村
研
究
会
編
・
白
水
智
編
集
代
表
『
山

村
は
災
害
を
ど
う
乗
り
越
え
て
き
た
か
―
山
梨
県
早
川
町
の
古
文
書
・

民
俗
・
景
観
を
読
み
解
く
―
』（
小
さ
子
社
、
二
〇
二
三
年
）
の
よ
う

に
、
一
地
域
を
長
期
間
研
究
対
象
と
し
、
災
害
と
の
関
係
か
ら
読
み

解
い
た
文
理
融
合
の
研
究
成
果
も
出
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
萬
年
一
剛
「
古
記
録
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
宝
永
噴
火
を
再

現
す
る
」（『
富
士
山
学
』
第
三
号
、
二
〇
二
三
年
）。

（
4
）
小
宮
雅
明
「
富
士
山
宝
永
噴
火
を
描
い
た
絵
図
に
つ
い
て
の
考

察
」（『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
―
人
文
科
学
―
』
第
三
九
号
、

二
〇
一
三
年
）。

（
5
）
大
邑
潤
三
「
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
ジ
オ
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
機
能
を
用
い
た
近
世

村
絵
図
の
分
析
―
富
士
山
宝
永
噴
火
か
ら
の
復
興
を
事
例
と
し
て
―
」

（『
西
洋
史
学
』
第
二
七
一
号
、
二
〇
二
一
年
）。

（
6
）
水
本
邦
彦
『
日
本
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
52
　
草
山
の
語
る
近
世
』（
吉
川

弘
文
館
、二
〇
〇
三
年
）、同「
近
世
の
自
然
と
社
会
」（
歴
史
学
研
究
会
・

日
本
史
研
究
会
編
『
日
本
史
講
座
６
近
世
社
会
』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
五
年
）、
同
「
江
戸
時
代
の
山
野
と
草
肥
農
業
」（
群
馬
歴
史

民
俗
研
究
会
編
『
歴
史
・
民
俗
か
ら
み
た
環
境
と
暮
ら
し
』
岩
田
書
院
、

二
〇
一
四
年
）。

（
7
）
早
田
旅
人
「
近
世
丹
沢
山
地
の
景
観
と
環
境
」（
平
塚
市
博
物
館
研

究
報
告
『
自
然
と
文
化
』
第
四
三
号
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
8
）
米
家
泰
作
『
中
・
近
世
山
村
の
景
観
と
構
造
』（
校
倉
書
房
、

二
〇
〇
二
年
）。

（
9
）
吉
田
ゆ
り
子
「
コ
メ
ン
ト
　
絵
図
か
ら
み
た
暮
ら
し
の
景
観
」（『
飯

田
市
歴
史
研
究
所
　
年
報
』
第
二
〇
号
、
二
〇
二
二
年
）。

（
10
）
後
藤
雅
知
「
丘
陵
地
帯
の
村
と
山
」（『
歴
史
評
論
』
第
八
二
五
号
、

二
〇
一
九
年
）。

（
11
）
前
掲
註
（
１
）
一
五
頁
の
地
図
を
参
照
。

（
12
）
旧
萱
沼
村
安
藤
家
文
書
で
使
用
す
る
資
料
番
号
及
び
表
題
は
、『
神

奈
川
県
史
資
料
所
在
目
録
―
松
田
町
―
』
第
二
一
集
（
県
史
編
集
室
、

一
九
七
一
年
）
に
よ
る
。

（
13
）
虫
沢
区
有
文
書
で
使
用
す
る
資
料
番
号
及
び
表
題
は
、
前
掲
註

（
12
）
に
よ
る
。

（
14
）
旧
中
山
村
川
口
家
文
書
で
使
用
す
る
資
料
番
号
及
び
表
題
は
、『
松

田
町
古
文
書
所
在
目
録
』（
松
田
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
〇
年
）
に

よ
る
。

（
15
）
旧
宇
津
茂
村
大
舘
家
文
書
で
使
用
す
る
資
料
番
号
及
び
表
題
は
、

前
掲
註
（
14
）
に
よ
る
。

（
16
）
旧
皆
瀬
川
村
井
上
家
文
書
で
使
用
す
る
資
料
番
号
及
び
表
題
は
、『
神

奈
川
県
古
文
書
資
料
所
在
目
録
　
第
一
二
集
』（
神
奈
川
県
立
文
化
資

料
館
、
一
九
八
九
年
）
に
よ
る
。

（
17
）
前
掲
註
（
１
）。

（
18
）
以
下
、
永
原
慶
二
『
富
士
山
宝
永
大
爆
発
』（
集
英
社
、
二
〇
〇
二

年
）
に
基
づ
く
記
述
。

（
19
）
幕
領
上
知
後
の
支
配
代
官
に
つ
い
て
は
、前
掲
註
（
１
）
一
六
頁
【
表

１
】
を
参
照
。

（
20
）
皆
瀬
川
村
の
状
況
以
外
は
、
前
掲
註
（
１
）
で
詳
細
に
検
討
し
た

も
の
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。

（
21
）
宝
永
四
年
一
二
月
「
此
度
富
士
山
焼
申
候
ニ
付
石
砂
降
見
分
帳
」（
萱

沼
　
安
藤
家
文
書
、
冊
水
利
・
普
請
一
、
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
）、

以
下
、
旧
村
名
、
所
蔵
先
を
略
す
。
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近
世
山
間
村
落
の
景
観
と
生
業
（
桐
生
）

（
22
）
宝
永
六
年
五
月
「（
亥
砂
降
ニ
付
酒
匂
役
所
よ
り
受
取
候
金
米
銭
書

付
）」（
中
山
　
川
口
家
文
書
、
近
世
三
、
個
人
蔵
）。

（
23
）
前
掲
註
（
１
）
一
八
頁
【
グ
ラ
フ
】
を
参
照
。

（
24
）
火
山
灰
の
除
去
は
、
単
に
田
畑
の
上
部
に
積
も
っ
た
火
山
灰
を
撤

去
す
る
と
い
う
方
法
以
外
に
、
い
く
つ
か
の
方
法
を
も
っ
て
行
わ
れ

た
。
例
え
ば
、
天
地
返
し
と
い
っ
て
、
耕
作
土
（
地
）
と
火
山
灰

（
天
）
を
入
れ
替
え
る
方
法
や
、
火
山
灰
と
耕
作
土
を
攪
拌
す
る
方

法
（
資
料
文
言
で
は
「
う
な
へ
く
る
ミ
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
）
な
ど
が
と
ら
れ
た
〔
天
野
憲
一
「
秦
野
地
方
に
お

け
る
富
士
山
宝
永
大
噴
火
と
被
害
」（『
江
戸
遺
跡
研
究
』
第
四
号
、

二
〇
一
七
年
）〕。
い
ず
れ
の
方
法
で
も
、
田
畑
は
砂
地
と
な
り
、
地

力
の
回
復
に
は
相
当
の
年
月
を
要
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
25
）
都つ

ぶ

ら

の

夫
良
野
村
、
湯ゆ
ぶ
れ触
村
、
川か
わ
に
し西
村
、
山や
ま
い
ち
ば

市
場
村
、
神か
み
な
わ縄
村
。

（
26
）『
山
北
町
史
史
料
編
近
世
』（
山
北
町
、
二
〇
〇
三
年
）
七
一
四
頁
、

〈
都
夫
良
野
　
岩
本
宜
夫
家
文
書
〉。

（
27
）
宝
永
七
年
「（
前
欠
）（
富
士
山
噴
火
に
よ
る
砂
積
に
付
、
川
除
普

請
仰
付
願
）」（
皆
瀬
川
　
井
上
家
文
書
、
状
水
利
・
普
請
二
、
神
奈

川
県
立
公
文
書
館
寄
託
）。
以
下
、
旧
村
名
、
所
蔵
先
を
略
す
。

（
28
）
宝
永
五
年
二
月
「
皆
瀬
川
村
飢
人
書
上
帳
」（
井
上
家
文
書
、
横
帳

一
三
九
）、『
山
北
町
史
史
料
編
近
世
』
六
五
三
頁
に
所
収
。

（
29
）
宝
永
七
年
四
月
「
四
ケ
村
乍
恐
書
付
を
以
御
慈
悲
奉
願
上
候
御
事

（
田
畑
土
地
悪
故
に
つ
き
百
姓
難
儀
に
つ
い
て
そ
の
他
）」（
菖
蒲
　
須

藤
家
文
書
、
状
村
況
五
、
は
だ
の
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
『
秦
野
市
史
』

作
成
時
の
紙
焼
き
資
料
を
利
用
、
原
本
個
人
蔵
）、『
秦
野
市
史
第
三

巻
近
世
史
料
二
』（
秦
野
市
、
一
九
八
三
年
）
四
三
八
～
四
三
九
頁
に

所
収
。

（
30
）
本
稿
は
、
二
〇
二
三
年
六
月
一
七
日
に
立
教
大
学
史
学
会
大
会
講

演
会
（
以
下
、
大
会
）「
日
本
近
世
の
生
業
・
暮
ら
し
と
文
化
的
景
観
」

で
報
告
し
た
内
容
を
基
に
成
稿
し
て
い
る
。
大
会
で
は
、G

oogle

ド
ラ
イ
ブ
で
事
前
に
資
料
が
配
信
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
カ
ラ
ー
の
ト

レ
ー
ス
絵
図
を
用
い
た
。
カ
ラ
ー
の
ト
レ
ー
ス
絵
図
は
、
ま
ず
原
資

料
をA

dobe Photoshop

で
読
み
込
み
、
背
景
や
破
損
個
所
を
無

地
に
し
た
り
、
文
字
が
書
か
れ
た
部
分
に
色
の
修
正
を
加
え
た
り
し

た
。
そ
の
後
、A

dobe Illustrator

に
で
き
あ
が
っ
た
下
図
を
読
み

込
み
、
画
像
ト
レ
ー
ス
機
能
を
用
い
て
ト
レ
ー
ス
し
、
ト
レ
ー
ス
し

た
下
図
に
翻
刻
し
た
文
字
を
挿
入
し
た
。
カ
ラ
ー
の
ト
レ
ー
ス
絵
図

作
成
に
あ
た
り
、『
ひ
ら
つ
か
の
村
絵
図
を
読
む
』（
平
塚
市
博
物
館
、

二
〇
一
七
年
）、
根
本
佐
智
子
「
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
七
沢

村
と
煤
ケ
谷
村
田
畑
境
并
山
論
裁
許
絵
図
」（『
神
奈
川
県
立
博
物
館

研
究
報
告
―
人
文
科
学
―
』
第
四
九
号
、
二
〇
二
二
年
）、
渡
邊
浩
貴

「
石
見
国
長
野
荘
俣
賀
氏
の
本
拠
景
観
と
生
業
・
紛
争
」（『
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
二
一
二
集
、
二
〇
一
八
年
）、
同
「
湧
水

は
中
世
景
観
を
語
れ
る
か
―
滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
町
の
現
地
調
査
と

山
中
氏
両
惣
領
家
―
」（『
民
衆
史
研
究
』
第
一
〇
一
号
、
二
〇
二
一

年
）、
山
本
智
代
「
白
山
麓
一
八
ヶ
村
村
絵
図
集
」（
佐
藤
洋
一
郎
監

修
、
原
田
信
男
・
鞍
田
崇
編
『
焼
畑
の
環
境
学
―
い
ま
焼
畑
と
は
―
』

思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
に
収
録
の
絵
図
や
地
図
を
参
考

に
し
た
。
作
画
に
あ
た
っ
て
は
、
よ
り
原
資
料
の
筆
致
を
残
す
た
め
、

高
解
像
度
ト
レ
ー
ス
を
用
い
た
結
果
、
虫
損
箇
所
や
絵
図
の
折
り
目

や
影
な
ど
も
反
映
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。今
後
の
課
題
と
し
た
い
。一
方
、

本
誌
掲
載
に
あ
た
り
、
大
会
で
示
し
た
カ
ラ
ー
の
ト
レ
ー
ス
絵
図
で

は
グ
レ
ー
ス
ケ
ー
ル
に
な
っ
て
し
ま
う
関
係
上
、
子
細
が
わ
か
り
づ

ら
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
大
幅
に
絵
図
の
ト
レ
ー
ス
方
法
を
改
変

し
た
。
原
資
料
か
ら
改
変
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
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苑
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四
巻
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図
の
と
こ
ろ
で
説
明
を
付
し
た
。
基
本
的
に
道
を
黒
色
、川
を
薄
灰
色
、

畑
を
横
線
等
で
示
し
た
。
ト
レ
ー
ス
に
際
し
て
、
一
つ
一
つ
ブ
ラ
シ

ツ
ー
ル
等
を
用
い
て
描
く
な
ど
極
力
原
資
料
の
筆
致
に
近
づ
け
た
が
、

十
分
に
表
現
で
き
て
い
な
い
箇
所
も
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

ま
た
、
グ
レ
ー
ス
ケ
ー
ル
の
ト
レ
ー
ス
絵
図
作
成
に
あ
た
り
、『
南
足

柄
市
史
資
料
編
二
近
世
（
一
）』（
南
足
柄
市
、
一
九
八
八
年
）、
前
掲

註
（
10
）
な
ど
に
収
録
の
絵
図
を
参
考
に
し
た
。

（
31
）
天
保
五
年
四
月
「
皆
瀬
川
村
道
、
川
、
田
、
畑
、
山
色
別
地
図
」（
井

上
家
文
書
、
状
絵
図
一
〇
）。
道
を
表
す
赤
色
を
黒
色
、
川
を
表
す

青
色
を
薄
灰
色
、
田
を
表
す
黄
色
を
黒
点
、
畑
を
表
す
茶
色
を
横
線
、

山
を
表
す
黄
緑
色
を
灰
色
で
示
し
た
。
下
図
はIllustrator

を
用
い

て
グ
レ
ー
ス
ケ
ー
ル
で
ト
レ
ー
ス
し
た
。

（
32
）（
宝
永
七
年
か
）「
絵
図
（
相
模
国
足
柄
上
郡
皆
瀬
川
村
東
西
江
壱

里
半
南
北
江
弐
里
半
）」（
井
上
家
文
書
、
状
絵
図
三
八
）。
道
を
表

す
橙
色
を
黒
色
、
川
を
表
す
薄
水
色
を
薄
灰
色
で
示
し
た
。
下
図
は

Illustrator

を
用
い
て
グ
レ
ー
ス
ケ
ー
ル
で
ト
レ
ー
ス
し
た
。

（
33
）
と
も
に
『
秦
野
市
史
第
二
巻
近
世
史
料
一
』（
秦
野
市
、
一
九
八
二

年
）
に
収
録
。

（
34
）『
富
士
山
大
噴
火
―
宝
永
の
「
砂
降
り
」
と
神
奈
川
―
』（
神
奈
川

県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
六
年
）
六
〇
頁
。

（
35
）『
江
戸
時
代
が
み
え
る
や
ま
き
た
の
絵
図
』（
山
北
町
史
編
さ
ん
室
、

一
九
九
九
年
）、
前
掲
註
（
34
）
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
36
）
宝
永
七
年
「（
前
欠
）（
富
士
山
噴
火
に
よ
る
砂
積
に
付
、
川
除
普

請
仰
付
願
）」（
井
上
家
文
書
、
状
水
利
・
普
請
二
）。

（
37
）
川
村
山
北
、都
夫
良
野
村
、湯
触
村
、川
西
村
、山
市
場
村
、神
縄
村
、

世よ
づ
く附
村
、
中な
か
が
わ川
村
、
玄く
ろ
く
ら倉
村
。

（
38
）宝
永
七
年
五
月「
奥
山
家
往
還
道
御
普
請
人
足
積
り
」（
井
上
家
文
書
、

冊
二
一
）、『
山
北
町
史
史
料
編
近
世
』
六
九
八
～
七
〇
一
頁
に
所
収
。

（
39
）
宝
永
四
年
一
二
月
「
乍
恐
書
付
を
以
御
注
進
申
上
候
御
事
（
富
士

の
石
砂
降
る
に
よ
り
別
道
通
り
願
）」（
井
上
家
文
書
、
状
支
配
・
村

政
五
四
）、『
山
北
町
史
史
料
編
近
世
』
五
八
四
頁
に
所
収
。

（
40
）
宝
永
六
年
一
二
月
「
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候
御
事
（
亥
冬
石
砂

降
り
に
よ
り
炭
運
通
路
変
更
願
）」（
井
上
家
文
書
、
状
林
野
七
）、『
山

北
町
史
史
料
編
近
世
』
六
九
四
～
六
九
五
頁
に
所
収
。

（
41
）
宝
永
六
年
一
二
月
「
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候
御
事
（
亥
冬
石
砂

降
り
に
付
炭
差
出
免
除
願
）」（
井
上
家
文
書
、
状
林
野
八
）。
な
お
、

目
録
の
表
題
は
資
料
内
容
を
誤
っ
て
記
載
し
て
い
る
。

（
42
）
宝
永
六
年
一
一
月
八
日
よ
り
始
ま
っ
た
皆
瀬
川
瀬
替
（
堀
割
）
工

事
の
こ
と
か
〔『
山
北
町
史
史
料
編
近
世
』
六
九
四
頁
〕。

（
43
）
宝
永
七
年
四
月
「
覚
（
炭
焼
商
売
願
）」（
井
上
家
文
書
、状
林
野
九
）、

『
山
北
町
史
史
料
編
近
世
』
六
九
五
～
六
九
六
頁
に
所
収
。

（
44
）『
山
北
町
史
史
料
編
近
世
』
六
七
〇
～
六
七
一
頁
、〈
都
夫
良
野
　

岩
本
宜
夫
家
文
書
〉。

（
45
）（
享
保
一
三
年
）
申
年
六
月
「
皆
瀬
川
村
絵
図
（
山
北
ゟ
北
ニ
当

ル
道
法
百
五
拾
五
間
但
シ
百
間
弐
寸
）」（
井
上
家
文
書
、
状
絵
図

三
五
）。
道
を
表
す
橙
色
を
黒
色
、
川
を
表
す
薄
茶
色
を
薄
灰
色
で
示

し
た
。

（
46
）
前
掲
註
（
34
）
六
三
頁
、
大
脇
良
夫
「
富
士
山
宝
永
大
噴
火
で
埋

ま
っ
た
約
三
〇
〇
年
前
の
皆
瀬
川
村
の
村
況
絵
図
（
現
在
の
神
奈

川
県
足
柄
上
郡
山
北
町
皆
瀬
川
地
区
）」（『
そ
ん
ぽ
予
防
時
報
』
第

二
三
九
号
、
二
〇
〇
九
年
）。
大
脇
に
よ
っ
て
こ
の
絵
図
の
概
略
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

（
47
）
前
掲
註
（
25
）
に
同
じ
。

（
48
）『
山
北
町
史
史
料
編
近
世
』
七
四
四
～
七
四
五
頁
、〈
都
夫
良
野
　



－  124  －－  125  －

近
世
山
間
村
落
の
景
観
と
生
業
（
桐
生
）

岩
本
宜
夫
家
文
書
〉。

（
49
）〔
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）〕
辰
二
月
「
乍
恐
書
付
を
以
申
上
候
御

事
（
砂
降
り
以
来
困
窮
ニ
而
炭
焼
困
難
ニ
付
）」（
井
上
家
文
書
、
状

林
野
一
〇
）。

（
50
）
享
保
一
九
年
三
月
「
皆
瀬
川
村
開
発
地
絵
図
」（
井
上
家
文
書
、
状

絵
図
三
）。
道
を
表
す
赤
色
を
黒
色
、
川
を
表
す
茶
色
を
薄
灰
色
、
開

発
さ
れ
た
場
所
を
表
す
黄
色
を
横
線
で
示
し
た
。

（
51
）
こ
こ
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
「
山
畠
」
も
「
山
畑
」
も
同
義
で
使
用

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

（
52
）
こ
の
場
所
が
再
開
発
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
後
年
の
入
会
山
争
論

の
際
に
作
成
さ
れ
た
資
料
〔（
安
政
二
～
三
年
）「
色
別
入
会
山
の
絵

図
（
彩
色
）」（
井
上
家
文
書
、
状
絵
図
三
二
）〕
に
は
、「
此
北
ハ
外
々

ゟ
地
所
よ
ろ
し
き
訳
ヶ
所
ニ
而
作
物
み
の
り
よ
ろ
し
き
所
な
り
」「
是

ハ
人
や
道
間
ぢ
か
き
候
所
ニ
而
し
ヽ
さ
る
と
り
つ（

マ

マ

）

ば
た
も
い
で
ず
よ

ろ
し
き
所
」
と
あ
る
。
作
物
の
実
り
も
豊
か
で
、
鳥
獣
被
害
に
遭
い

に
く
い
地
所
の
良
い
場
所
が
優
先
的
に
再
開
発
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。

（
53
）
前
掲
註
（
35
）
一
八
頁
。

（
54
）
享
保
一
三
年
六
月
「
相
模
国
足
柄
上
郡
虫
沢
村
絵
図
」〔
虫
沢
地
区

区
有
文
書
、
状
村
況
（
絵
図
）
二
〕。
道
を
表
す
赤
色
を
黒
色
、
川
を

表
す
茶
色
を
薄
灰
色
、
畑
を
表
す
茶
色
を
横
線
、「
田
畑
砂
埋
」
を
表

す
灰
色
を
菱
形
で
示
し
た
。
輪
郭
線
で
囲
ま
れ
た
山
地
は
薄
黄
緑
色

で
色
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
見
や
す
さ
を
考
え
て
色
付
け
は
し

な
か
っ
た
。「
切
替
山
畑
跡
」
付
近
の
や
や
濃
い
灰
色
で
示
し
た
箇
所

は
、
濃
い
黄
緑
色
で
塗
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
原
図
で
は
、

凡
例
の
と
こ
ろ
に
色
付
け
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
絵
図
も
【
絵

図
３
】
と
同
様
に
享
保
一
三
年
六
月
に
岩
手
藤
左
衛
門
宛
て
に
出
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
も
一
律
に
被
災
村
落
の
状
況
を
把
握
す
る

目
的
で
村
々
に
絵
図
の
提
出
が
求
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
55
）
前
掲
註
（
１
）。

（
56
）
絵
図
裏
面
に
名
主
弥
惣
兵
衛
、
組
頭
太
兵
衛
、
同
善
左
衛
門
、
同

儀
右
衛
門
、
百
姓
代
徳
左
衛
門
の
名
前
が
あ
り
、
こ
の
四
名
の
組
合

せ
は
、
例
え
ば
、
安
永
二
年
七
月
「
屋
敷
（
反
別
）
御
改
書
上
ケ
帳
」

（
安
藤
家
文
書
、
冊
土
地
二
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
た
め
、
絵
図
も
前
後

で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
近
隣
の
宇
津
茂
村
に
も
安
永

二
年
六
月
作
成
の
絵
図
〔
安
永
二
年
六
月
「（
宇
津
茂
村
村
絵
図
）」（
宇

津
茂
　
大
舘
家
文
書
、
一
三
、
個
人
蔵
）、
以
下
旧
村
名
・
所
蔵
先
を

略
す
〕
が
残
り
、
こ
の
絵
図
と
ほ
ぼ
同
様
の
山
地
の
描
か
れ
方
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
定

し
た
。

（
57
）（
安
永
二
年
か
）「
相
模
国
萱
沼
村
絵
図
」（
安
藤
家
文
書
、
状
絵
図

一
四
、
前
掲
註
（
12
）
の
目
録
に
は
記
載
な
し
）。
道
を
表
す
赤
色
を

黒
色
、
川
や
沢
を
表
す
水
色
を
薄
灰
色
、
畑
を
表
す
薄
黄
色
を
横
線
、

「
砂
埋
り
」
を
表
す
灰
色
を
菱
形
、
岩
を
表
す
茶
色
を
カ
プ
セ
ル
状
、

「
田
畑
流
跡
」
を
表
す
無
色
を
濃
い
灰
色
で
示
し
た
。
輪
郭
線
（
点
線

で
表
し
た
）
で
囲
ま
れ
た
山
地
は
薄
黄
緑
色
で
色
付
け
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
見
や
す
さ
を
考
え
て
色
付
け
は
し
な
か
っ
た
。
原
図
の
小

字
は
赤
色
で
書
か
れ
て
い
る
。

（
58
）（
安
永
期
以
前
）「
御
普
請
所
絵
図
」（
安
藤
家
文
書
、
状
絵
図

一
二
）。
本
稿
で
は
拡
大
画
像
の
み
収
録
し
た
。

（
59
）
こ
れ
に
関
連
す
る
資
料
は
享
保
一
八
年
四
月
「
乍
恐
書
付
ヲ
以
奉

願
上
候
御
事
（
捨
置
之
田
地
之
た
め
百
姓
共
困
窮
ニ
付
開
発
之
川
除

普
請
願
）」（
安
藤
家
文
書
、
状
村
況
三
）
か
。

（
60
）
拡
大
図
右
下
に
あ
る
「
宮
」
が
【
絵
図
６
】
の
右
下
の
「
山
神
」
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史
苑
（
第
八
四
巻
第
二
号
）

で
あ
る
。

（
61
）
元
文
二
年
五
月
「
絵
図
（
本
畑
并
百
姓
居
屋
鋪
道
）」（
安
藤
家
文
書
、

状
絵
図
一
）。
道
を
表
す
赤
色
を
黒
色
、
川
を
表
す
薄
茶
色
を
薄
灰
色
、

山
畑
を
表
す
黄
色
を
囲
み
枠
、「
焼
山
」
を
表
す
灰
色
を
濃
い
灰
色
、

岩
を
表
す
茶
色
を
カ
プ
セ
ル
状
で
示
し
た
。
輪
郭
線
で
囲
ま
れ
た
山

地
は
薄
黄
緑
色
で
色
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
見
や
す
さ
を
考
え

て
色
付
け
は
し
な
か
っ
た
。

（
62
）
詳
細
及
び
転
末
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
１
）
参
照
。

（
63
）
元
文
二
年
四
月
「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」（
安
藤
家
文
書
、
状
林

野
七
）。

（
64
）
以
下
、
前
掲
註
（
63
）
に
基
づ
く
記
述
。

（
65
）
以
下
、
元
文
二
年
七
月
「
乍
恐
返
答
書
ヲ
以
申
上
候
御
事
（
入
会

山
ニ
而
薪
苅
之
一
件
）」（
安
藤
家
文
書
、状
林
野
八
）
に
基
づ
く
記
述
。

（
66
）
な
お
、
噴
火
以
前
の
萱
沼
村
で
も
、
寛
文
一
〇
年
（
一
六
七
〇
）

の
村
鑑
に
「
百
姓
所
作
ニ
ハ
作
之
間
ニ
真
木
伐
、
小
田
原
・
大
磯
・

須
賀
迄
付
出
シ
商
買

（
売
）

仕
候
」〔
青
山
孝
慈
・
青
山
京
子
編
『
相
模
国

村
明
細
帳
集
成
　
第
三
巻
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
Ｎ
ｏ
．

一
二
、四
三
二
頁
、〈
弥
勒
寺
　
飯
田
弥
十
郎
家
文
書
〉〕
と
あ
り
、「
真

木
伐
」
が
生
業
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
噴
火
後
は
そ
の
ウ
エ
イ
ト
が

一
層
高
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
67
）
絵
図
が
作
成
さ
れ
た
の
は
、
元
文
二
年
五
月
で
あ
る
た
め
、
前
掲

註
（
63
）
の
金
子
村
の
主
張
を
受
け
て
、
萱
沼
村
が
作
成
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

（
68
）
同
様
に
山
地
に
山
畑
が
点
在
す
る
よ
う
に
描
か
れ
た
絵
図
に
（
元

禄
期
）「
虫
沢
入
会
山
絵
図
（
絵
図
）」（
金
手
　
酒
井
家
文
書
、
三
、

報
徳
博
物
館
所
蔵
）
が
あ
る
。

（
69
）
本
来
山
畑
で
ど
の
よ
う
な
作
物
が
生
産
さ
れ
て
い
た
の
か
も
重
要

な
問
題
と
な
る
が
、
明
治
四
年
一
二
月
「
相
模
国
足
柄
上
郡
萱
沼
村

明
細
帳
」（
安
藤
家
文
書
、
冊
村
況
一
〇
）
に
は
、
主
な
作
物
の
生
産

高
と
し
て
、
大
麦
二
二
八
俵
、
小
麦
九
五
俵
、
菜
種
七
六
俵
、
大
豆

七
〇
俵
、
小
豆
一
〇
俵
、
粟
一
五
〇
俵
、
稗
七
六
俵
、
蕎
麦
一
五
俵
、

芋
一
〇
〇
〇
俵
、
煙
草
三
八
〇
両
が
書
き
上
げ
ら
れ
る
。
昭
和
四
五

年
（
一
九
七
〇
）
に
行
わ
れ
た
民
俗
調
査
で
は
、
宇
津
茂
地
区
の
明

治
・
大
正
生
ま
れ
の
話
者
か
ら
、「
ヤ
キ
ハ
タ
」「
キ
リ
カ
エ
畑
」
の

名
称
が
あ
り
、
稗
や
小
豆
な
ど
の
直
播
や
里
芋
の
作
付
け
が
行
わ
れ

た
こ
と
が
聞
き
取
ら
れ
て
い
る
〔『
足
柄
地
区
民
俗
資
料
調
査
報
告
書

（
一
）』（
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
一
年
）〕。
昭
和
五
四
年
度

（
一
九
七
九
）
に
寄

や
ど
り
き

地
区
（
旧
東
山
家
七
か
村
の
弥
勒
寺
村
、
土
佐

原
村
、
宇
津
茂
村
、
大
寺
村
、
中
山
村
、
虫
沢
村
、
萱
沼
村
）
を
対

象
に
行
わ
れ
た
民
俗
調
査
で
も
「
ア
ラ
ク
」「
キ
リ
カ
エ
バ
タ
」
の
名

称
が
聞
き
取
ら
れ
て
お
り
、
焼
畑
地
で
は
、
ハ
ン
ノ
キ
を
炭
焼
き
用

に
一
〇
年
か
ら
一
三
年
育
て
、
そ
の
後
焼
き
、
粟
や
里
芋
な
ど
を
植

え
、
数
年
耕
作
し
た
と
こ
ろ
で
、
再
び
ハ
ン
ノ
キ
を
植
え
る
方
法
が

と
ら
れ
た
と
い
う
〔『
足
柄
の
民
俗
（
Ⅱ
）
―
足
柄
上
郡
松
田
町
―
』（
神

奈
川
県
立
博
物
館
、
一
九
八
五
年
）〕。
以
上
を
鑑
み
れ
ば
、
山
畑
で

は
粟
や
稗
な
ど
の
雑
穀
や
小
豆
・
里
芋
な
ど
の
生
産
が
行
わ
れ
、
耕

作
と
休
閑
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
休
閑
期
に
育
っ

た
木
を
炭
焼
き
や
薪
取
り
に
利
用
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
当

地
域
の
山
畑
で
実
際
に
ど
の
よ
う
な
耕
作
が
行
わ
れ
て
い
た
か
を
示

す
資
料
は
誠
に
少
な
い
が
、
年
未
詳
だ
が
近
世
期
の
資
料
に
、
砂
埋

り
に
な
っ
て
い
る
山
畑
を
「
開
発
仕
二
三
ヶ
年
茂
相
作
、
其
跡
江
植

木
仕
拾
五
年
ケ
弐
拾
年
目
苅
畑
ニ
仕
候
而
又
二
三
ケ
年
茂
作
り
申
候

ハ
ヽ
、
其
場
所
之
山
畑
御
年
貢
為
上
納
之
可
相
成
与
存
」〔（
年
未
詳
）

「
義
定
連
判
状
之
事（
宝
永
砂
埋
の
山
畑
二
十
三
軒
に
割
合
開
発
）」（
大
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近
世
山
間
村
落
の
景
観
と
生
業
（
桐
生
）

舘
家
文
書
、
二
八
四
）〕
と
あ
り
、
上
記
の
聞
き
取
り
調
査
を
裏
付
け

得
る
。

（
70
）
同
様
の
山
地
の
景
観
は
近
隣
の
宇
津
茂
村
の
絵
図
で
も
見
ら
れ
、「
山

畑
」
に
樹
木
と
思
し
き
構
造
物
も
描
か
れ
て
い
る
〔
元
文
三
年
三
月

「（
宇
津
茂
村
絵
図
）」（
大
舘
家
文
書
、
六
）〕。

（
71
）
山
本
智
代
は
加
賀
国
白
山
麓
地
域
を
分
析
し
、
三
年
か
ら
五
年
の

焼
畑
耕
作
の
後
、
休
閑
地
は
杉
な
ど
の
山
林
に
仕
立
て
ら
れ
た
こ
と

を
、
絵
図
の
検
討
を
通
し
て
指
摘
し
て
い
る
〔
山
本
智
代
「
白
山
麓

一
八
ヶ
村
と
む
つ
し
関
係
史
料
に
つ
い
て
」（
佐
藤
洋
一
郎
監
修
、
原

田
信
男
・
鞍
田
崇
編
『
焼
畑
の
環
境
学
―
い
ま
焼
畑
と
は
―
』
思
文

閣
出
版
、
二
〇
一
一
年
）〕。

（
神
奈
川
県
立
足
柄
高
等
学
校
教
諭
）


